
二
〇
〇
〇
年
に
韓
国
を
訪
問
し
た

日
本
人
観
光
客
は
二
百
四
十
七
万
人

で
し
た
。
そ
の
中
、
二
十
代
の
女
性

が
一
四
・
九
％
で
一
位
を
占
め
て
い

ま
す
。
次
が
五
十
代
の
男
性
が
一

四
・
八
％
、
四
十
代
の
男
性
が
一

三
・
八
％
、
三
十
代
の
男
性
が
十

一
・
二
％
で
し

た
。訪

韓
し
た
日
本

人
観
光
客
の
訪
問

地
は
、
日
本
各
地

の
航
空
便
が
集
ま

る
ソ
ウ
ル
に
集
中

し
て
い
ま
す
。
韓

国
観
光
公
社
の

「
二
〇
〇
〇
年
外

国
人
観
光
客
実
態

調
査
（
複
数
回

答
）」
に
よ
る
と
、

日
本
人
観
光
客
の

訪
問
地
は
ソ
ウ
ル
が
七
七
・
九
％
、

釜
山
が
一
七
・
二
％
、
済
州
島
が

七
・
四
％
、
韓
国
民
俗
村
が
七
・

一
％
、
慶
州
が
七
・
一
％
で
し
た
。

こ
れ
は
厳
密
に
言
え
ば
、
日
本
人
の

訪
韓
ラ
ッ
シ
ュ
は
「
韓
国
観
光
ブ
ー

ム
」
で
は
な
く
、「
ソ
ウ
ル
観
光
ブ

ー
ム
」
だ
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

で
は
、
ソ
ウ
ル
市
内
で
日
本
人
に

人
気
の
あ
る
ス
ポ
ッ
ト
は
ど
こ
で
し

ょ
う
か
。
同
社
の
調
査
（
複
数
回
答
）

に
よ
る
と
、
明
洞
地
区
が
五
八
・

九
％
、
南
大
門
市
場
が
五
八
・
七
％
、

東
大
門
市
場
が
五
一
・
二
％
、
宮
殿

が
二
五
・
五
％
、
梨
泰
院
地
区
が
二

三
・
一
％
で
し
た
。
明
洞
地
区
、
南

大
門
市
場
、
東
大
門
市
場
の
い
ず
れ

も
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。

つ
ま
り
、
訪
韓
す
る
日
本
人
の
主
な

目
的
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
日

本
人
観
光
客
の
韓
国
内
で
の
活
動
に

関
す
る
同
社
の
調
査
（
複
数
回
答
）

で
も
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
七
十
四
・

四
％
と
、
は
っ
き
り
と
数
値
に
も
現

れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
訪
韓
し
た
日
本
人
の

観
光
客
の
半
分
以
上
は
お
土
産
と
し

て
キ
ム
チ
を
買
っ
て
い
ま
す
。
同
社

の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
品
目
別
調
査
（
複

数
回
答
）
に
よ
る
と
、
キ
ム
チ
が
五

七
・
四
％
、
の
り
が
三
八
・
一
％
、

衣
類
が
三
一
・
六
％
、
革
製
品
が
二

九
・
七
％
、
香
水
・
化
粧
品
が
二

七
・
七
％
の
順
で
、
キ
ム
チ
、
の
り

な
ど
、
食
べ
物
が
お
土
産
と
し
て
一

番
人
気
が
あ
る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
日
本
人
観
光
客
は
韓

国
で
ど
の
ぐ
ら
い
お
金
を
使
っ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
訪
韓
し
た
日
本

人
（
個
人
旅
行
）
の
支
出
額
（
航
空

運
賃
を
除
く
）
は
千
二
十
三
ド
ル

（
約
十
二
万
円
）
で
し
た
。
訪
韓
し

た
外
国
人
全
体
の
平
均
（
千
二
百
九

十
五
ド
ル
、
約
十
五
万
円
）
よ
り
は

少
な
い
の
で
す
が
、
日
本
人
観
光
客

の
韓
国
で
の
滞
在
日
数
（
平
均
二
・

八
日
）
が
外
国
人
観
光
客
全
体
の
滞

在
日
数
（
平
均
五
・
六
日
）
の
半
分

で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
支
出
額

は
決
し
て
少
な
く
な
い
で
し
ょ
う
。

アンニョンハセヨ！鳥取市国際交流員
の張日榮（チャン・イルヨン）です。
前回は日本人観光客が韓国へ集まる理
由についてお話ししました。今回は韓国
を訪れた日本人観光客の現地での行動に
ついて、具体的に紹介したいと思います。

8月から、鳥取市役
所企画課に国際交流員
として勤務しています
イザベル・ハーターで
す。出身はドイツ南部
のモース・ヴァイラー
という小さな村です。
（スイスに接するボーデン湖のほとりの村）
仕事では、鳥取市とドイツ・ハーナウ市の

記念すべき姉妹都市提携に携われることを大
変うれしく思います。また、講演会やさまざ
まな交流会を通じて、たくさんの市民のみな
さんと交流を深めたいと思います。
ドイツについての質問など、気軽に声をか

けてください。
■企画課文化国際係（q20―3154）

⑤

⑦　とっとり市報
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